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下 水 道 事 業 の 再 評 価 概 要 書 

（ ）は、前回再評価時 

番  号 ７ 

事業主体 栃 木 県 

事 業 名 流域下水道づくり事業 事業所管課 県土整備部 都市整備課 

流域名及び 

処理区名 
巴波川流域下水道 事業箇所名 栃木市、壬生町 

計画処理面積 

及び 

計画処理人口 

2,991（ 3,059 ）ha 

83,370（ 105,700 ）人 

計画処理能力 50,400(73,200) m3/日（日最大） 

水処理施設数 ８（12）池 

Ｓ５２年度事業化 Ｓ５２年度都市計画決定 Ｓ５２年度用地着手 Ｓ５２年度工事着手 

事 業 期 間 Ｓ52 ～ Ｈ47（Ｈ57） 事 業 

進 捗 

状 況 

基準年次：【Ｈ30年度末時点】 

                  進 捗 率 

（うち用地補償費） ［ 4.5億円］      ［100％］ 

既投資事業費  276.5億円      96％ 

［うち用地補償費］ 

全体事業費 

［ 4.5億円］ 

287.0（297.6）億円 

事 業 概 要  

当該処理区は、県南部に位置する地域にあり、昔からこの地方の中心を流れる巴波川の舟運によって栄えてき

た栃木市を中心に、壬生町との1市1町から構成されており、昭和５７年度から供用を開始している。 

事業計画については、前回再評価時から、人口減少や節水型トイレの普及等により計画処理能力を見直し、併

せて事業規模を縮小した。今後も、上記計画に基づき、引き続き生活環境の改善や水質保全を図っていく。 

事業を巡る社会経済情勢の急激な変化、技術革新、事業計画の大幅な変更 等  
 人口減少に伴う計画処理人口及び計画処理面積の縮小 

→ 事業完了年度、計画処理能力の見直し及び水処理施設数の縮小 

 再評価年次 Ｈ20（前回） Ｈ30（今回）  

○事業完了年度 Ｈ57まで Ｈ47まで 

○計画処理能力 73,200 m3/日 50,400 m3/日 

○水処理施設 12池 ８池 

  

事 業 の 投 資 効 果  

①  費用対効果分析結果        【総便益（Ｂ）】      【総費用（Ｃ）】 

 １）事業全体  Ｂ／Ｃ＝ １．９   ３，５３１．２億円    １，８３５．６億円 

 ２）残 事 業  Ｂ／Ｃ＝ ２．７     ４２９．４億円       １６１．６億円 

② 事業の整備効果等 

  整備を図ることにより、生活環境の改善と公共用水域の水質保全が図られる。 

事業の進捗状況等  

① 事業の進捗状況 

 施設設置に伴う用地買収は全て完了している。 

幹線管渠、ポンプ場の整備はすべて完了している。 

処理場は、計画処理能力50,400[m3/日]に対し44,100[m3/日](88%)が完了している。 

② 今後の事業進捗の見込み 

 今後の事業については、流域関連公共下水道の進捗を合わせながら計画的に整備が進められる見込みである。 

コ ス ト 縮 減 等  

① コスト縮減方策 

関連市町の整備の進捗に合わせ、適切な時期に施設整備や設備の更新を行うことにより、ライフサイクルコス

トを低減するよう努める。 

② 代替案立案等の可能性 

用地は既に取得しており、幹線管渠やポンプ場は整備済であるので本計画が最適である。 

事業の対応方針（案） 本計画で事業を継続する。 
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事業箇所（位置図・概要図） 


